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球陽SSＨ講座

地学分野

次回球陽SSH講座のお知らせ

日時 : 平成３０年１０月１９日(金) １６：００～（120分程度）
場所 : ラボ室→視聴覚室
準備する物 : 筆記用具
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本当はどうなっているんだという心を大切にする
本庶佑（ノーベル生理学・医学賞受賞）

生物分野になります！

（＾＾）「場所が変更になりました」

１０月１６日（水）に球陽高校ラボ室で球陽SSH講座の地学分

野が行われました！講師の方は、国立大学法人琉球大学理
学部物質地球学科地学系・教授の古川雅英氏です！今回は、
「クジラの目で見た沖縄の地質とテクトニクス」（沖縄の海底を
鯨瞰する）という演題で御講演して頂きまたした。参加した生
徒約１０名でした。
古川氏の講座は、まず、自己紹介から始まりました。高校『地

学』は面白くなかったですが、当時はやりの『日本沈没』が面白
く、また、当時の先端の研究がプレートテクトニクスであったため、
琉球大学理工学部海洋学科に進学されました。1980年、研究
補助員として２カ月間乗船し、中部太平洋の海洋地質・海底資
源調査に参加されて、タヒチのパペーテ港に入港されたそう
です。船では音波探査（地震波探査）をされていました。この探
査方法は、海で音を出して海底から反射し戻ってきた音波を
測定して海底の地形を調査する方法で、肉体労働であったそ
うです。海洋地質学（Marine Geology)という分野です。音波
探査の音源を、クジラの鳴き声にして測定した琉球弧の鯨瞰
図（げいかんず）（Whale's Eye View）の海底のパノラマを見せ
て頂きました。音波探査・音響測深で海底下の深い部分まで
の地層を測定する時は、使用する音域（周波数）は20～200Hz
になります。クジラが使用している音域（周波数）は15Hz～
10,000Hzになります。20Hzの音の到着距離は深海中で500km
です。
プレートテクトニクス（地球表層の地学現象を説明)のお話も

されました。プレートとは何かという所から説明して頂き、プレー
トの運動や発散境界、収束境界、すれ違い境界などについても
丁寧に教えて頂きました。収束境界によって出来たのが、あの
世界一高い山のエベレストを含むヒマラヤ山脈だそうです。そ
の後、琉球弧周辺のテクトニクスについて教えて頂きました。琉
球弧（沖縄島）は、いつ、どのようにしてできたのか、また琉球列
島の生物多様性は、どのようにして出来たのかということを、大
陸の動きや陸の地質の形成過程から丁寧に教えて頂きました。
琉球弧周辺には、西に沖縄トラフがあり、東には琉球海溝があ
るそうです。琉球海溝は収束境界で、沖縄トラフは発散境界に
なります。沖縄トラフの水深が約2,200mになり、琉球海溝は約
8,000mです。180年前～78万年前と78万年前～12万年前と現
在のの琉球弧付近の陸の様子の写真を見せて頂き、地質学と
生物学で当時の陸の様子の解釈が違うことも教えて頂きまし
た。生徒から大陸移動についての質問が出て、大陸の移動に
ついては、まだ未知の部分が多いことも分かりました。

「クジラの目で見た沖縄の地質とテクトニクス」（沖縄の海底を鯨瞰する）

国立大学法人琉球大学理学部物質地球学科地学系 教授 古川 雅英 氏
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